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→ 応援」特別枠 （要求額） 0 （予算額） 5,000

⑧

企画提案型事業（小 商工会及び商工会議所が企画・提案する地域の事業者や学校 5,000

規模事業指導費補助 等と連携して取り組む「若者応援」事業に対し、補助を行う 5,000

金）における「若者

⑤

部活動指導員配置事 教員の勤務負担の軽減を図るとともに、休日部活動の地域連 3,840

業

（要求額） 0 （予算額） 4,452

④

携を進めるため、部活動指導員を配置する。 7,680

（要求額） 93,797 （予算額） 101,477

置計画策定事業 とで、県内企業をはじめとする民間事業者等の子育て支援の 4,452

取組を促進するため、県庁内保育施設整備の計画策定を行う

6,739

県庁内保育施設　設 県庁が率先して子育てと仕事を両立できる環境を整備するこ 4,452

42,280

（補助上限額の引上げ）

③

保育・介護等一体的 保育や介護等に係る資源（施設、人材等）の一体的な活用に 6,739

まちづくり推進モデ 向けた研究等に取り組む市町村と連携し、事業費の補助及び 6,739

ル事業 伴走支援を行う。

（要求額） 0 （予算額）

おかやま出会い・結 「おかやま縁むすびネット」の運営等により、総合的に結婚

（要求額） 63,420 （予算額） 105,700

村へ補助を行い、治療を受けやすい環境を整える。

不妊治療費助成事業 保険適用となる生殖補助医療に係る医療費の助成を行う市町 42,280

事業 （登録無料キャンペーンの延長、会員同士のみでのお引合わ

せに対応する日程調整機能の追加及び専用ブースの設置）

（要求額） 103,972 （予算額） 120,752

多角的アプローチ事 援を通じ、関係人口の創出や若者の還流・定着を促進する。

業 （要求額） 0 （予算額） 1,650

（市町村立中学校の通常指導員の配置人数：196人→226人）

諸課題に対し若者の視点や発想により解決を図る研究等の支 1,650

→10人（Ｒ７：５人、Ｒ８：５人））

令和７年度当初予算要求からの追加・拡充事業一覧

番号 事 業 名 事 業 概 要 増 額

⑦

行政の諸課題解決の 大学コンソーシアム岡山と連携し、人口減少問題など行政の 1,650

ための大学生による

14,739

婚サポートセンター 支援を推進する。 16,780

①

②

⑥

ＡＩを活用した高校 生徒の英語力を向上させるため、モデル校にＡＩ教材を導入 7,621

生の英語４技能向上 するとともに、県立学校に配置するＡＬＴを拡充する。 7,621

プロジェクト （ＡＬＴの配置人数の拡充：５人（Ｒ７：３人、Ｒ８：２人）

（要求額） 16,211 （予算額） 23,832

。

。



（単位：千円）

番号 事 業 名 事 業 概 要 増 額
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 ※ 増額欄の上段(       )は一般財源

⑫

17,362

（要求額） 111,596

⑪

有害獣許可捕獲促進 鳥獣による農林被害の軽減のため、市町村が行うイノシシ等

事業 の有害許可捕獲助成事業に要する経費への支援を行う。 17,362

（対象世帯・補助率・補助限度額の拡充）

（要求額） 350

⑩

中小企業就職促進奨 若年者層の就職支援に取り組む県内の中小企業が、従業員に 7,980

学金返還支援事業 対して奨学金返還支援を行う場合に、補助を行う。 7,980

（要求額） 5,745 （予算額） 13,725

（支援対象者の拡大：県内大学等卒業者を含める。）

⑨

岡山後楽園未来へつ 後楽園の大きな魅力の１つである「タンチョウの園内散策」 3,150

なぐ！タンチョウ育 を、将来にわたって継続するため、他施設からの有精卵の確 3,150

成事業 保及び孵化後の飼育体制等の整備を行う。

（要求額） 0 （予算額） 3,150

（予算額） 5,625

木造住宅部分改修等 木造住宅の部分耐震改修、耐震シェルター及び防災ベッドに 5,275

事業 対する補助を行う市町村に対して助成を行う。 5,275

120,088

126,569

（狩猟期におけるイノシシへの助成の新設）

（予算額） 128,958

て採択された事業計画に基づき、民間団体等が行う海ごみ回

計

⑬

海ごみ削減行動促進 瀬戸内オーシャンズＸ推進協議会が実施する助成事業におい 0

支援事業 600

収活動等について、費用の一部を補助する。

（学生団体に対する支援割合の増：１割→２割）

（要求額） 2,400 （予算額） 3,000


